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室 内におけるホここちよさ庁の評価
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1.はじめに
近年，人口の都市集中化は，劣悪な住環境を人々に強
嬰 し. もはや住宅が人附の生活を満足させる空間として
の機能を栄し得ていないように思われる。そのような住
空間lにおいて，インテリアデザイ J は単に，貧弱な住宅
事情の表簡を飾り ，間関しているに過ぎないのではな
いだろうか。インテリアデザインによって機能不足を初
完する事は， それ肉体限度のあることである。たとえ，
人間工学的な前で住宅聞を満足させ得たとしても，%ー し
て精神而での人間生活における欲求が満たされているで
あろうか。股史的にみても，インテリアデザインはンエ
ルタ ーの硬さかり人1mのここ ろを守るために発生したも
のである。今日の実体不明のインテリアブームとl呼ばれ
るものを見るにつけ，現1J:のインテリアデザインは~誌
も本!l'[(内な，¥}:I味での人!日!とのかかわりを凡夫っているよ
うに思われる。
建築空間は， 空間知党によ って把握さ れる。しかし空
間知党を司る直接的な感覚掠官は人間にはなく.自 ・耳
・鼻・皮膚と言った個々の感覚器官に，個人の経験や記
憶が総合的に加えられて知覚されているのである。建築
空間の把症には，潜在意識やその他精神的なものが大き
く作用しているのである。無意識下て'の知覚について，
ジヱームスラ/グは次のように述べている。 r賞色いレ
ンズ越しに見ると春らしく見え，烏の戸を感じるように
なる。我々の Iつの感覚綜官による知覚は， ~IJの感覚器
官の得た知識の影響を受ける4我々がかかわり合ってい
る環境一一住空間は，我々の心攻的な面から行動ま でを
も左右する影響力を持ってい るのである。
ではi並に，Jjiなるシェルターではなし深〈人!日!とか
かわり合い， かつ人聞のこころまでをも包むことのでき
るような控築空間を計ItlUするためにはどのようにすれば
よいのだろうか。そのためには空Ilil科部のもつエネルギ
ーの質と 訟をtEtlf.し.それらと人Ifl心:Bgとの結びつきを
解明する必要がある。宅空1:1の構成要素と、、ここちよさ砂
の結びつきをさぐることが災イ1:の我々に諜せられた急
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である。主空間におけるいここちよさ"を1ft中におさめ
た時こそ，インテリアデザインはまさ にその本来の目的
を達したといえる d
2.実験
2. 1.実験概要
2. 1. 1.自的
建築空間と人!日lの心刊との関係を明 らかにするのが目
的である。そのためには空間桃成要素を明確に し，各部
の変化における心理listの変化を数民化して追求する必裂
がある。技終的には，建築空間としての総合詳悩恥ここ
ちよさ伊に刈するその各部構成袋索のかかわり j了を数量
化する。
ニこでは.建築空川として 1，~' liIjをとりあげ，各締成部
位がそこに住う人IUJに与える心理的彬特を求めた。室空
間として居間をとり七げたのは， ri-llらんJr 1木.u.Jと
言う目的を持つi'liJiであり， I日途上，高1屋の機能性.作
業性に融iJ1ittがあり ，そのための特殊設備を嬰しないか
らである。側主をとりあげなかったのは，個人の晴好
が'Jg(<山る{頃10Jがあるためである。肘IHにおいては，後
数の使用になるので，室壬liIIの特妹性があるf'1:度除去で，
きると考トえた。
宅l人jをf，'1;成する.嬰紫は各争l'与えられるが，我々は主空
間を椛成する基本的姿索として，壁及びj米をとりあげて.
壁の嬰紫を大きく支配する要素として窓を捉えた。j来に
おける家u及びその自己i泣も宅内の心里1¥畳とつながqを持
つ大きな要素の lつであり ，J~t間における人々の人間関
係をMもはっきりと示している。:主主r.:)におけるこれら
の4弘'君主とそれにかかわる人H:jの心型i誌をS.D法でと
らえることによって， その|笥の関係を具体的に求めた。
実験は ， 室空tHJの~IIII ~\ を充分にもり上げ， かつ製作
{足立上.校1型ヰミによる実験とした。
2. 1. 2.室空間模型の作製
可i ~在 日iJの大 き さは 4 m X 5 m. 天井尚2.3mを想定し，
悦型室は10分の lのスケーJレで作製した。被験者の税線
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平面図家具配置 ・乱・ 主主無
図ー 1 模型室平商図 ・展開図
別居間のrl-'に立って見ているのと同じ状態になるように
後型?をのfii聞に観察口を設けた。悦型案内の照明は.天
井にト レーシングペーパーを貼リ.向然昼光色40Wのt賞
光nによる全diB吃散光とした。悦担率内の床開mu支は200
Ix.であった。窓にはがラスが入っているが，外!I¥IJを黒
ケン ト紙で被い「夜」の状態にした。
校型言5.1まU足・床，を ・家具自己訟についてそれぞれ 2つ
の場合 (材料，又I.i状態)を設定するとその組介せ1;1，
16通リ になる。表-1に各室の内装材科の組合せを示す。
家見については核政された配也を「桜J， リラックスした
t'i 由な配置1 を ï，f;LJ と設定 した。 図ー 1 に悦If~ !:ÎJの予ffii
悶，疑問凶をポす。
家具R己泣については.家14のみを移動させればよいの
で悦型主は 8iUlリ作裂した。8つの悦型宅は 4つずつ純
イトせて作裂した。壁材料が交互になるようにNO.l-No.8 
及びNO.9-No.16定までを設定し.実験順序を定めた。図
-2にその配訟を示す。 No.2宅及びNo.I2室の模型主の写
JI[.を写真一 1. 2に示す。
2. 1. 3.予備実験
室校型を評jr聞するためのI~J主としての S . D. ~t~ を jí!iび
出すための予備実験を行な った。これは10名の住民"i':科
マ:生に，放1， 1.ル心地の良い"，;'r.1Iについて連想する形容詞
を記述させたもので二頻!支の(.:j，、ものを検討し，31のJf;
符3司対をit!ll.bした。
2. 1. 4.実験方法
被験者に模型窒を 1つずつ見せ.前述の3LNのS.O，
請について， 7段階評定させた。又総令評価としていご
ニちのよさを指標とし各宅を評定させた。実験は被験
居
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I 1:;輩出、量;， 1:・ 図-2 実験室内配置図
者の半数はNo.1 -No.16宅の順序で銭りの半数lま逆の順序
で行った。
2. 1. 5.被験者及び実験日時・湯所
#効被験者数1;1大学生男女各50名.Jれ00名である。
S .49年10月に動作実験室内で行なゥた。
2. 2.実験の結果と考察
2. 2. 1.要素51)各支単純平均値
31対のS.D.~告の却価に 0-6 までの得点を与え， ヂ
均得点を求めた。壁材料 ・床材料 ・:容の有無 ・家只配i伐
による影響をみるために各要素別に共通する 831ずつ.
2グループ問の傾向をイメ ージプロフィーJレによ って比
較した。 (図ー省略)
その結果，慢にはっきりとしたグループごとの傾li'J'IJ'
見られた。 ことに(・7ールな-fJl.しみ易い) (勺虫filJ的
な一一般的な) (長絞きする 一時的なっ (・明るいー
1小、) (‘鋭い-i炉、) (‘IJ: t)のあるーゆったりした)
(市(しそうな一段かそうな)な どの言葉に壁材の述いに
よる評価の追いがみられた。(・印がプラスター笠の似
1'J)その他の要書さではその差はさほど顕著でなかった。
j末材料は 「股かさ」という尺伎にかかわるとされてい
るが， 2 材料Hllのイノ ージプロフ ィールには明確な~*
としてあらわれなかった。 これはt~型実験によるので触
覚的なtextu reの差がH~ なかったためである 。 視覚的には
|司系統の色であったため. i日差かさ」という指標につい
ては同じ指向性をポしたものとみられる。家具配tuにつ
いてはほとんどその淫は認められなかった。家具配ilよ
りその場で展開されている人附の位泣関係の方がより強
写真一 1 写真一 2
北浦 ・中村 :室内における Wここちよさ H の評価 - 141ー
〈人間関係や雰問うえを反映しているためである。窓につ
いては，窓外を夜の状態に忽定したので「開放感jが強
〈前面に出てこなかった。しかし.無窓の場合に較べれ
ば.開放!t&とのつながりはみられた。
2. 2. 2.総合評価と各要素との相関
総合評価と31の各尺度の相関係数を，笠 .J;未・窓 ・家
具のうち一つの要素だけが異なり，他の 3つの要素が同
じである 2.'i:について比較した。 2空間の相関係数の差
が大きければ，その 2宅問における呉要点の影響fごと見
るよとが出米る。表-2①~④に唆 ・床 ・窓 ・家具の差
による評価への影響をみることが出来る。
AtJ祭の結果，全般に傾向は顕著に現われていない。壁
材の総合評価とのかかわりは，材質やデザイン等をあら
わす形容詞尺度に少しみられる符!変である。床材につい
ては，材質とまとまりを表わす言葉群に少しみられた。
:容と家tl.配世については傾向として取り出し縫い。
2. 2. 3. 1つの異なる要繁をもっ 2室聞の相関
3共通 l異要素をもっ2室のI問の相関を各要素別に
求め. 表-3①~④に示す。 3つの共通な要素をもっ2
2長問の各尺!交の評価の相聞が低くなっているのは.他の
Iつの呉:なる要素のA13響が)91<作用しているためと巧え
られる。そこでこの相関を低くしている要凶を検討すれ
ば，その要素の全体評価に対するJF343i度を求めるニとが
で映さる。
考~"*の結果.壁材料[よ 4 者の中では群を抜いて大きく
宅杢1mの評価を左布する安索となっている。次いでs~~\q
のJ支イヤはずっと低下するが:容の有無がかかわっている。
第 3f立 4位にほぼ同じf立の割合で，床材料.家具配置
の影特がみられる。床材料がf印刷立を占めたのは模型尖
験で視覚中心の宇1断がなされたためと Jえる。
3 .重回帰分析による考察
官/l司の全体的な;;'ffIHiを決定するf悶々の要凶をボめ，そ
の聞の関係を数世的に肥隆するために豆回帰分析法を過
Iした。
1.':t:1の肘心地のよさにかかわる31対の形谷況尺皮を説
明変数 (Xl.r2. r3....... ，r31 )とし，1日;心地のよさを総
合';'f1IHiとJfえ目的変数(y)にあてはめた。計算l立大阪
市立大学J，.t):七ンター のFACOME270/30を用いた。
ニニで得られる重同対式は
Y = bo+ blXl + bzrl十 ・・・ー 斗b31r31
である。 boは定数。 (bl.b2，...， b31)は偏[日1M係数で
ある。 XI，2， . "，31にそれぞれの実測値をあてはめれば，
I1的変数 (Y:引の推定11{)が予測される。
1t/;終的には. T検定により 5%有なさをもっ評価尺!支
(55) 
のみが伐る。重l司帰分析の結果を表-4，袋一 5に示す。
この結果，例えばNo.1室の場合， (緊張したーくつろいだ)
(華やかな しぶい)(バランスのとれたーアンバランスな)(長
続きのする一一時的な)という4つの尺度が部昼の居心地の
よさを決定する主要な要因として殺ったということである。
それらの総合評価との関係は次式であらわされる。
Y = -0.5625+0.1538rI2+0. 2394xI6+0. 4411xz2十
0.3154r30 
ここでは31の説明変数問の独立性が前提とされている。
しかし実際問題として，独立性のIC5い説明変数を求め
ることは関難である。一方尺度問の内部相関を無視する
ことはできない。それを考慮したのが偏相関係数である。
偏相関係数は，ある説明変数以外の説明変数悶1の相関を
一定にした時の，その説明変数と目的変数の相|苅関係を
説明している。又，ヨ1相関係数は，求められた丞回帰式
の結果におけるあてはまりを表わし.決定係数は一般性
を示している。
結果は部肢により多少のひらきがみられた。
![¥回帰分析の結果，16室について.各宅の日的変数に
かかわる尺度としてはぽ|司 ーのものが残ると子~、された。
しかしltJ述した表に示す如し 16宅r.lすべてに共通して
残った尺度はなかった。 (緊必した くつろいだ)(鋭いー
鈍い)(魅力的なーめだたない)(ノ〈ラ ンスのとれたーア
ンバランスな)の 4つの尺度にその頻度の集中がみられ
ただけであ った。これは，尺度r.lに内部相互相聞があり，
それが影得したのが原因と考えられる。
そこで16室について， 31の尺度r.1Iの相関を求めた。相
関係数0.4以上色相関を有するものと してとり あげ，他
の尺度との相I羽の頻度を求めた。又.後述する因千分析
の結果を用いて.尺度問の関係をHJjらかにし，因子のま
とまりから意味づけて31の尺度を分類した。
表-6はその分矧結果をもとに，相関をもっている尺
度の;則合とその内訳一同一グループ内相|喝か他グループ
相関にまで及んでいるのかーの比率を示したものである。
(緊張したーくつろいだ)(かたいーやわらかL、)(はり
のあるーゆったりした)(角ばった一丸味のある)のk皮
は0.1以上も他の尺度とかわっているが司その内谷は同 4
グノレープ内が主であるので..m回対分析の結果をグルー
プ毎に捉える場合には比較的問題は少ない。他グループ
の尺度と比較的多くのかかわりをもっ尺度は，緊張した
ーくつろいだ.かたいーやわらかい.さらっとしたーし
っとりした，魅力的な一目立たない，軽快な-illJ字な等
である。
Aは， (緊張したーくつろいだ)(かたいーやわらかい)
(はりのあるーゆったりした)(角ばった一九味のある)
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表-2 総合評価と各尺度の相関 ①壁材料の異なる場合
sn 1 1 Sn6 泊。31 Nn8 1>511>2 Nn 7 1 Nn4 1.9111014 Hol 1 Nn16 地131 HoIO Nnl5 1 1012 
畦肯ス'-1i卜タ 7守えタ チタ 肯スタ チタ プラスタ チタ プラスタ チク プラスタ チータ 肯スタ 手タ 7ラスタ チーク
5転 書 4ト 事 本 増田ペヴト カベ7ト 寄 本 書本 市-<，ト 均一ぺyト
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究且 a 綜 脈血 E l. 且 乱 乱 乱
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13人工的なー一一自粉 -0.181 。臼?-0.21 -0.241 。耳5-0.436 0.0削 0.275 -0.231 -0四9-0.513 -0.166 -0.296 -0.124 -0却5-0叫5
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。担。 -0師l-0.101 -0.216 -0担3-0.156 -0四6
日 一一一世幸時間のある -0.1叩 -0担7-0.302 -0.198 -0146 -0ω9 -0.051 -0.297 -0.197 -0訂4-0.133 -0.250 -0制1-0.425 -0.154 -0四7
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2豊錦か駒~ 一一ーーー今つま Lい 0.328 0.223 0.123 0.175 0.212 。168 。侶3 。担5 。却2 。耳5 。171 0.300 。担6 。却3 0.037 0.463 
7 ト一一÷側主 0.147 。凹9 0.124 。却9 。岨l 0.038 。拍9司 O曲3 03)27 。1剖 0.282 。ω4-0促O-0.168 -0岨l 。舵6
14広々 した一一一こじんまゆl; ←O帥4ー 0.059-0.161 0.016 -0.219 -0.201 。侃8-0.11 -0.164 e・0.151-0.188 -0152 -0.321 -0.210 ーO却4-0.187 
4商かれた一一四まれた -0.131 0.019 -0.211 。時9-0.2日 -0.101 。178-0.165 -0.289 -0.103 -0.153 -0.16 -0.12 -0.21 -0.256 -0.265 
15 明るいー 一一ー 暗重醒に厚躍ぎやな泊い
-0.167 -0.196 -0.079 0.036 -0.176 -0.255 -0.173 -0.351 -0.071 。伺2-0伍3 。叩1-0.129 -0話3 。田4-0.319 
睦伽一一一 0.010 -0曲。 -0.159 0.168 。176 0.085 -0叩l 0.107 0.318 。明I 。冊] 0.048 】 0.248 0.154 0.074 。国l
計単純ト一一 。11-0帥7-0.105 。回2-0.072 0.151 。冊1 0.003 。曲9-0的命 0.073 0.164 。位。 -0.177 0.103 。曲9
8すっき9l1;-ー な 0.055 。曲7-0柾目 。的7 0.127 →O回7 。制8→0.169 ー0.01-0.011 -0.017 -0叫2 。14 Oー曲9 。141-0.029 
お慣に広がるような・勾持びるよ世 ~O.li6 -0.043 →0.157 -0叩4-0.180 0.0剖 。150-0.019 -0.214 -0崎市 →0.003 -0.1師 -0.222 -0.020 0.014 。冊6
16 パ予ンえのとれた皐 Tンパヲン，~ 0.466 0.510 0.49 0.464 0.616 。位2 0.478 0.457 。却l 。臼4 。担7 0.282 0.519 0.525 。拍2 。目5
即時島a4ES併すあるー 挫ー立した 0.156 。0、354583 。担4 0.2侃 0，527 0.403 。や183 。田9 0.28 0.477 0.291 。168 0.423 0.452 0.157 -0.432 12 るー 一ー 一得的主 0.429 0461 。担l 0444 。訂2 0.105 。お2 。却9 。関8 。“6 0.359 0.346 0.470 。却] 0.319 
3でこ1こした なのらかt 0.209 0.278 0.025 0四4 0.:lJ2 0.21 。102 0.189 。却3 。五l 0.215 0.082 。日l 0.470 。曲1 0.121 
幻寧敵切 社主的な 0.01 0.163 0.253 0.277 。ωl 。]詔 0.241 0担5-0悶O 0.035 -0田3 。冊5 。刷7 0.261 0.236 0.146 
18立網松 平面切 0.152 。凹1 0.091 -0.010 0.181 。肘l命。羽7 0.1&4 0.109 0.349 。129 0.123 0.072 -0曲5 0.236 1 0.230 
表-2 総合3干イ耐と各尺!支の相|羽 ②床材料の呉ーなる場合
1，1 1 No5 :l!9 11<>13 肋31!iu7 110111 N.15 出! 11102 !lG141No.IO 108 体04 ぬ16_1ぬ12
'1 プラスタ→ プラス夕日 プラスタ プラスタ チ ー タ t ク チ タ チ ク
車 寄本カー も!ソト 寄木 ←4叶 書本ト4汁 ，~ -t; ト吋汁 寄4ド今--<，十 耳木カ~/~ 寄本カ}吋~It 宮本 かーへ什
主 有 有
'民
構 有 有 車 当
事民 -ミ 乱 F 乱 官 札 世 AL 
:IJ聾唖した 一ー一ー 〈うるいだ 0.409 -0.554 目。担3合 0.61 Oー臼3-0ω7 0.424 ←0.477 十 0.3;6 0.470 ← 0.443 ←O担3-0.492 -0.454 -0.239 -0.526 
17かとい一一ーやわらかい -0.287 -0.481 -0.251 -0.473 ーO括9-0.430 -0.430 “0.329 ー0.336-0日l-0革S 0ー.352-0.210 ← 0.374 -0.300 -0.420 
出 1ゅのある一一->l>今たりU; 明。 150 。持d-0.343 -0.534 -0.193 十 0.052 0ー.408-0290 ー0218← 0.527 -0.519 ー0.448 0ー.235 0.432 -0却l守 0.571
10角j!.，/、 一一一 員隊列ある 目。 146-0.468 -0.345 ザ 0.527-0.274 -0倒3-0.361 -0.249 -0.343 -0.49 目。却6-0.274 -0国7-0昂7句。 371-0.402 
制龍い一一一揖い -0嶋4-0.129 -0制9-0.244 -0.151 -0曲8-0.223 -0，176 -0.132 -0曲2-0.018 -0田6-0肝8-0凶I-0.194 -0.021 
lクー ルな一一一捜しみやすい -0.125 -0.1叩 。曲2-0.231 -0α19 -0.125 -O.ls -0.0叩 -0.45 -0却l-0四2 。路4-0田5-0.271 -0担5-0.120 
9きら勺tしたー しーっt'1 lた 0.01l 0.1.7 -0.1日 。凹3-0依XI 。甜I-0.120 0.5. 。お8-0.283 0.173 0.155 -0.113 -0.204 。126-0.130 
日証人工L的4行な 一ー一睡自1帆かそ -0.181 。部5-0.231 -0.29. -0.21 。価8-0.513 -0.305 -0坦7-0.4話 -0拍9-0.424 -0.241 -0.Z75 -0.16 -0.405 
28 な一一ー ?な -0.019 一日 II 0.158 -0.216 -0.010 -0.151 -0.061 -0.156 -0銘O-0泊2-0.3初 Oー担3-0.353 -0担9-0.101 -0泊6
1合矧理生前拘ト世一一 舗 のある -0.1国 -0.146 -0.191 -0帥l-0.302 -0.0泊 -0.133 -0.154 0.227 0.409 -0訂4 0.425 -0.1% 0.297 0.2却 -0盟?
21 一一一 世惜拍 -0.245 -0曲5-0回7-0.291 0.1l8 -0.216 -0.023 -0.129 →0.18 ザ0出3 0.039 0.0同 。∞3ザ 0.215-0.151 0.182 
6 担~Aのあるー一ー 落ちついた 。1却 。伺6-0.141 0.253 0.057 -0.150 -0倒1-0.077 -0.313 -0冊9-0曲2-0.249 -0.113 -0.219 -0.052 -0.109 
自モダンなーーー 樹ーL品トー目 0.2羽 0.345 0.166 0.1l1 。曲5 0.362 。田8 。刷。 0.025 0.171 0.053 0.140 。国l6 0.070 。149 。凹3
E 華やか~.-一一 0.423 0.278 0.219 。担l 。担。 0.017 0.203 -0.226 0偽8 0.019 0.035 -0.122 -0.020 -0.130 。曲6 0制8
31 豊蝋独睦か創対的舎な抗除なー一一ー一一一 蜘目立た4 
0.103 0.013 。国7 0.244 0.141 0.428 。凹S 0.123 -0.116 -0冊7-0.042 -0.059 -0.052 -0.133 -0.田5-0叫1
19 なも、 。日5 。日4 0.223 0.433 。甜]-0.013 0.420 。152 0.413 0.549 0.45 0.429 。品7 0.356 0.318 0日l
2 今つHぃ 。泣8 0.222 。拍2 。副6 0.123 0.053 。171 。ω7 0.223 0.168 。謂5 。却3 。175 。却5 0.30 0.163 
11_~---世的~ 。147 。岨l 。白7-0位。 0.124 。明9 。毘2や O咽l 。伺唱 。ωs 0.160 -0.168 0.2時 -0叫3 0.084 0.026 
14広々 した一一一一よじんまnl; -0臼4-0.219 τ0.164 -0坦4-0.161 -0.058 -0.1曲 -0.204 -0.059 -0.201 -0.154 -0.210 0.016 -0.1l1 -0.152 -0.187 
4開かれたー 一一一 囲暗まれた -0.134 -0.2日 -0.289 -0.412 -0.241 0.178 -0，453 -0.256 0.019 0.101 -0.103 -0.214 0.069 -0.165 -0.146 -0毘5
15明るいー 一一一一 い -0.161 -0.176 -0.007 -o.m -0.079 -0.173 -0.003 。曲4-0.196 -0.25 -0鉛2-0.363 。ω6-0.354 。曲1-0.319 
5 単組純員合主 一一-lJf曙J:糧Eや-生か
-0.010 -0.l7o 0.318 -0.248 -0.159 -0ω1 。舗1 0.074 -0.0却 。船5 。的1 。154 。168 。107 0.048 -0.∞1 
盟 一 一一 。171 0.012 0田9 0.020 0.105 0.061 0.073 0.103 0.047 0.151 0凹9 。17 。叩2 0.073 0.164 0.009 
8す今きりl!.、一ー な 。侃5 0.121 -0.01 0.174 -0∞。 。叫8-0.017 0.11 -0曲7-0但7-0.017 -0曲9 自由7-0.169 -0叫2-0.029 
四慣に広がるよ?なー 上に伸びるよう主 -0.176 -0.1剖 -0.214 -0白2園。 157 0.150 -0.073 0.014 -0叫3 。岨。 情。曲5-0.020 由。曲4問。019-0.1晶 -0曲6
16 パランスのとれたー 7ンパラン~~: 。仏6 0.616 0.381 0.519 0.149 0.47S 。担7 0.392 0.510 0.622 0.521 自白5 0.464 0.457 。昂2 0.295 
四倍惜のあるー独立した 0.156 0.527 0.228 0.423 。羽4 0.183 0.291 0.157 0.348 0.1()3 0.477 0.452 。却6 0.299 0.168 -0.432 
1211<量与する一一--i紺枕 0.429 。“4 0.3刷 0.346 0.461 0.105 0.46 0.301 0.553 0.272 。曲8 0.470 。置1 0.232 0.359 0.319 
3でこはよu，なめ勺会主 0.2咽 。却2 。却3 。詔l-0田5-0.102 -0.21> -0曲l-0.278 0.21 0.351 -0.470 -0咽4-0.189 0田2-0.421 
幻京底的主一一仕掛な 0.01 。ωl-0.0却 。倒7 0.2日 。剖1-0033 0.236 0163 。158 0.035 。出l 0.21 。拍5 。飴5 0.116 
18立体酌'. 平副拘主 0.152 。181 0.109 0.012 。倒l 。訪7 0.129 0.236 。明l 0.011 0.349 -0曲5 0.010 0.181 0.123 0.230 
(56) 
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表-2 総合評価と各尺Jir.の相関 ③窓の有 ・無
No 1 1 No3 Ii> 9 1 Nnl 1>1 110;1 1>13 1 11¥ ぬ6 1 1118 出1411>16 1>21'1<4 ぬ1011i>12 
.， プラスター プラえタ プラスタ プラスター 4トータ 4ト タ t - 7 チ タ
，.寄 本 寄 t カペ yト カペ yト 帯 本 寄 本 カー ベ d カベ，ト
思有 、色 有 ，. 高 無 、‘ ! 有 舞 有 . 有 ! 
寧且 E 品 聾 乱 聾 乱 聾 乱
却晋量した一一一 〈つろいだ -0胡9-0日3-0.223 -0.414 ー 0.¥¥4-0ω7 -0.61 -0.411 -0.316 -0.492 -0.443 -0239 -0・10-0.454 -0.343 -0臼6
11か削hーー 一ー やわらかい -0泊7-0.:169 -0.251 -0.430 -0.481 -0.430 0.413 -0担9-0出6-0.210 -0.:168 -0瑚 -0.521 -0.314 -0.352 -0.420 
時 Ij ~のあるー_"'"たHた -0.150 -0.193 -0.343 -0408 -0担。-0.052 -0日4-0.290 →0.218 -0.235 -0.519 -0担1-0臼7-0.432 -0.48 -0.511 
10角1.，1:.-ー ー肺刷 -0.116 -0.274 -0.345 -0.:161 。必8-0.013 -0毘7-0.249 時 0.343-0明7-0甜6ザ 0.31 0ー.49-0部7-0.211 -0.402 
14艶 い 一ー一蝿 い -0岨4-0.151 -0剖9-0.223 -0.129 -0曲8-0.241 -0.116 -0.132 -0町8-0.018 ー 0.194 。叫2←0ωl -0四6-0位l
lタール -ーー 竃ーしみやす、、 -0.125 -0冊9 白冊2-0.18 -0.109 -0.125 -0.231 -0.0臼 0.415 -0初5-0.392 -0出5-0回l 0ー.211-0耳4十 0.420
9きらうtLたー ー し今t')した 0.011 -0民10-0.160 -0120 0.161 O.耳1 。曲3 0.056 -0.2悶 -0.113 -0.113 。126 0.283 -0却4-0.15 -0.130 
13人工的なーーー自烈 -0.181 -0.221 守 0.231-0.513 -0.:165 。時8-0田6-0却5-0.坦7-0.241 -0担9-0.166 -0.436 -0.215 -0.424 -0.405 
28lifしれなーーー船れな -0.019 -0.010 -0.158 -0.061 -0.111 -0.151 -0.216 -0.156 問。却。 。珂3-0.320 -0.101 -0担2-0.339 -0担3-0.396 
1 告噌恥一一一 帯惜のある -0.1帥 Oー甜2-0.191 -0.133 -0.146 -0.058 -0制l 。154-0.221 -0.198 -0訂4-0.250 -0.4的 -0.291 -0.425 -0抽7
21 男性的公 一ー一-j(性的t 0ー.245-0.118 一O冊7-0位3-0.065 -0.216 -0.291 00.129 -0.188 。曲3 。閃9-0.151 -0.263 -0.215 。曲。 -0.182 
61i1'J;のある一一ー高島ついた 0.150 。田7-0.141 -0.041 。個6-0.150 0.253 -0仰7-0.313 -0.143 -0四2-0.052 -0岨9 0.219 -0.249 -0.109 
25げ ンな一一軍朴な 0.289 0田5 0.166 。郎8 0.345 0.:162 0.11 。刷。 。悶5 。曲6 0.053 0.149 0.111 0.010 0.140 。凹3
22事肘ペー一一ー しよい 0.123 0由。 0.219 。加3 0.218 -O.OIi 0四l-0盟6 0068 -0020 0.035 。剛 0.019 -0.130 -0.122 。倒8
31蜘拘な 一一一一陣相主 0.103 0.147 。崎7 。回5-0013 0.428 0.244 0.123 -0.216 -0.052 -0倒2-0四5-0岨1-0.133 -0059 -0.041 
19 睡1酌~'-一一ー目立たい・ 0355 0耳1 0.223 0.420 。臼4-0.013 O.~お 。152 0.113 0357 0.455 0.318 0.549 。話6 0.429 。日l
21.1か主ー ーー ーー ーつつましい 0.328 0.123 0.3'!2 0.171 0.222 0.053 0.286 0.031 。目3 O.li5 。祖5 。制 0.168 0.385 。却3 。.463
7独創刊tー ー一 一世飢 0.147 0.124 0.027 。，祖Z 。曲I 。曲9 Oー位。 -0.081 。抽9 0.2泊9 0.1曲 0.084 0.038 -0曲3 0.168 0.026 
14広々 Lたー 一一 よじんま')Lた -0倒4-0.161 -0.164 -0.188 -0.219 。凪8-0担4-0毘4-0時9 0.016 ー0154-0.152 ー 0201干 0.111-0.210 ー0.187
4聞かれた一一一ー 司圃まれた 。134-0.241 ←O担9-0.453 -0目8 0118 -0.412 -0.256 0.019 。曲9-0.103 -0.1<6 -0.101 ー 0.165-0.214 -0.265 
15明るい一一一暗 い -0.167 -0019 -0肘7 Oー師3ザ 0.116-0.173 -0.129 。田4-0.196 0.036 0.292 。曲1-0.255 -0.354 -0.:163 -0.319 
51 11怯ト一一-ø~' -0.010 -0.159 0.318 。国I-0.16 ーO朗l守 0.248 0.014 。泊。 。168 。田1 0.048 。朗5 0.101 。154-0曲i
目単純な一一一- ，鰐主 0.111 0.105 。曲9 0.073 -0.012 。国] 0.020 0.103 -0倒7 。同2-0帥9 0.164 0.151 0.073 -0.117 。曲9
8 すヲ ~') Lt:一一-j:~やか世 0.055 -0叩O-0.01 -0.017 。1幻 。削8 0.111 0.111 -0叩7 。開7-0017 ←O制2-0.021 ー0.169-0曲9-0.029 
泊帽に広がるよ ヲ ~'-上"骨びるよ ; ~. -0.176 -0.157 -0.214 -0.073 -0.180 0.1印 -0.222 0.014 -0叫3-0佃4-0.065 -0.186 。問。 -0.019 -0.(削 -0田4
16パランZのとれた アーンバランス4・ 0466 0.449 。甜l 0.327 0.616 0.478 0.519 0.392 0.510 0.461 0.521 。国2 0.622 0.451 。臼5 。担5
初 続物3ある ー 継い 0.156 。泊4 。泣B 0.291 0.521 0.183 0.423 0.157 0.318 0.2同 0.477 0.168 0.403 0.299 0.452 -0.132 
12蹴きするーー 附ー S 0.429 0.461 。拍9 。416 0.444 0.105 0.346 。却l 0.553 。担1 。印8 0.359 0.212 0.232 0.470 0.319 
3でこIr二した なめらかな -u由 -0舵5-0 .~3 -0.219 。却2 σ102 -0おl 。曲1-0.218 -0田4-0.351 。岨2 0.221 。189-0.410 -0.421 
幻寧砂怜 u貴闘主 0.071 0.253 。閃0-0.033 。旧I 0241 。倒? 0.236 0.163 0.277 。ω5 。岨5 。158 0.335 0.261 0146 
181:il絢企一一 平面的世 0.152 。冊l 。l曲 0129 0.181 0.287 0.012 0.236 。国l-0.010 0.349 o 123 0.011 。184 。冊5 0.2却
型軽-2 総合評価と各尺度の相!羽 ④家具配;苛の異なる場合
'Ia 1 1 S. 9 No 2 1 1i10 S.3 1 NoI 1i4 11>12 1>511>13 1>6 11>14 1>7 110;15 i<I8 11:16 
q プラスタ チータ プラスタ + ー ， プラスター チ ク プラえタ 手 ? 
ちE 寄 本 カペ 1ト lf '" 
カベ ，1 カペ} 寄 t カ ベyト 寄 本
E 有 " 、‘ 有 有 ，. ，. 軍且 P 且 盟 乱 F !l 苧 乱 tJ 且 !.l 乱 院d 札 型 乱
却 聾畳Lたー-(つろいだ -0約9-0担3-0.410 -0.313 -0日3-0.424 -0.454 -0.526 -0日4-0.617 -0.376 ー-0“3-0.037 -Q.47i 十 0.492-0.239 
17かたい ーーーーー やbらかい -0287 。目l 0.521 -0.352 -0担9-0.430 -0.314 -0.420 -0.481 -0.413 -0担6-0.:168 -0 43~ -0.329 -0210 -0蜘
国 IHのあるー ーー -'"勺たうした -0.150 -0.343 -0.527 -0“8 -0.193 。拍8-0.432 -0.571 -0.320 -0.534 0.218 -0.519 -0.052 -0.290 -0お5-0却l
10角I!今た一一貴庫川る -0146 -0.315 -0.449 -0.214 字。 274-0.:161 -0.261 -0.402 -0488 -0.527 -0.343 -0目6-0凪3-0.249 -0田7-0訂l
24量 い一一一一蝿 ぃ -0岨4-0旧9-0曲2-0凹6-0.151 -0.223 -0ωl →0. ~2 1 0.129 令。 244-0.132 -0.018 -0叫8-0.116 -0.078 -0.194 
l夕刊一一一瞳Lみやれ、 -0.125 。田2-0却l-0.264 -0曲9-0.118 -0.271 -0.420 -0.1叩 -0.231 O.4IS 。四2-0.125 -0.0日 -O.Z05 -0甜5
9れ otLI:- L刊。LI， 0.01 -0.1帥 -0.283 -0.15 -0低10-0.120 -0.201 -0.130 。167 。曲3-0.258 → 0.173 。却1-0.056 -0.173 -0.126 
13 人工的な一一一曜自か由世そ 子。181-0.231 -0.436 -0，424 -0.221 -0.513 -0.215 -0紛5-0.:165 -0.296 -0珂7-0拍9 。伺S→O却5-0.241 -0.1師甜瞳Lそi ~.- JID'f 1 仕 -ー0.019-0.158 予 O担2-0田3-0.010 合。師1-0日9-0担6-0.111 -0.216 -0.280 -0担。 -0.151 -0.156 -0日3-0.101 
1縄伽一一鮒のある -0.1叩 -0.197 -0.'明 -0.425 -0却2 0ー.013-0.291 -0泊?-0.146 -0旧l一O詑7-0.314 -0.058 -0.15' -0.198 -02日
21 開世的な_一一女性的主 -0.245 -0.097 -0部3 。冊。 -0.118 -0但3-0215 。182 0ー.065-0怨l-0.1曲 。旧9-0.216 -0.129 。国3-0.157 
6措置のある一一ー落ちついた 0.150 -0.147 -0岨9-0.149 。田7-Q倒1-0.219 -0.109 。田6 0.253 -0.313 -0回2-0.150 -0仰7-0.13 -0田2
25げ 比一一一章似 0.289 。166 0.177 0.140 。国5 。国8 0.010 0田3 0.345 。11 。舵5 0.053 0.:162 。刷。 。α浦 0.149 
E 華やかな一一一一 L品・ 0.423 0.219 0.019 苧 0.122 。由。 0.203 -0.130 0倒8 0.218 。拍I 。凪8 。ωs-0.017 -0.226 -0位9 。輔
31縦円な 一ー一一線開t 0.103 。同7 。咽7-0.059 0.147 。開5-0.133 -0倒l-0.013 0.244 -0.216 -0剖2 0.428 0.123 -0.052 -0凹5
19即刻.一 一ー一目立たない 。担5 。担3 0.549 0.l19 。却l 0.420 0.3国6 。日l 0.534 0.433 0.413 0.455 -0.013 0.152 0.357 0.318 
2置かな一一一一ー ?ヲまい、 0.328 。謂2 。168 0.303 0.123 0171 。謁S o ~3 0.222 。甜6 0.223 。圃5 0.053 。田7 0.175 0.310 
1凶離島凡一一--i断ゐ 0.141 。促7 0.<138 0.168 0.124 0.282 -0叩3 。促6 。冊l 0.020 。抽9 0160 。凹9-0岨1 0.209 。国4
l'広 L々I:-ーー ーζtんま9した ← 0.1)4， ー0.164-0拍l-0.210 -0.161 -0.188 0.11 -0.187 -0.219 -0.324 -0尚9-0.154 0.058 ーO田4 0.016 -0.152 
4聞かれたー ーーー 聞ーIItた -0.134 -0.289 -0.101 0.214 ー0.241-0.453 -0.165 -0265 -0.258 -0.412 0.019 -0.103 0.178 -0.2臼 。国9-0.16 
1511oぃ 一ー一一暗 い 。151-0.017 -0.2，5 -0.:163 →0.079 -0.163 -0.354 -0.319 -0.116 -0.129 -0.196 -0.292 0.173 。即4 。。珂 。叩l
5婚約ー一一一 重厚官 -0.010 0.318 。曲5 。154-0.159 。蝿l 0.107 。ω1 0.116 -0.248 -0ω。 。時l-0冊l 0.07¥ 0.168 。I何8
27単品企一一一裡酌 0.1l1 。剛 0.1，1 →0.171 0.105 0.013 0.013 。曲9 0.012 0.02U -0.047 -0凹9 。崎l 0.103 。曲2 0.164 
8す勺き'1したーー にぎやかな 0.055 -O.Oll 申 0.027-0同9-0目"。 -0.01 -0.169 -0.029 -0.127 0.174 。叩7 0.011 。倒8 0.141 。国7-0.042 
四 慣に庄がるよ i ~'-上iこ伸びるよう官 -0.176 0.214 。唱。 -0.020 -0.157 -0肘3-0.019 -0槌6-0.180 -0222 -0.043 -0国5 0.150 0.014 -0曲‘-0.186 
16 パランえのとれた:-7;'O~ラ〆1.~ 0.4剖 。甜l 。位2 0.525 。“9 0.327 0.457 。四5 0.616 0.519 0.510 0.524 0.478 。拍2 0.164 。却21
国情-1F>ある一-一住立Lf.、 0.156 0.228 o 403 0，452 0.334 。自l 0.299 -0.432 0.527 0.423 0.348 0.411 。183 0.1o7 0.2砧 。l岨121 ~燃する一一一ー柑扮 0.429 。拍9 0272 0.470 0.461 0.446 0.232 0.319 0.44 0.346 0.553 。却8 0.105 。却l 0.321 。目，91
3でこぼニLた なめ句かな -0.2凹 -0却3-0.221 0.410 -0.025 -0.215 。189-0.421 -0甜2 0331 -0278 0.351 -0.102 -0.081 -0剖4-0冊21
23純 伽 吐哲島h 0.011 -0.030 0.158 。踊l 0.253 。ω3 。泊5 0146 0田l 。倒7 0.163 。回5 0241 0.236 0.277 。国51
18 立轟附 平歯切 0.152 0.109 0.071 -0曲5 。咽l 0.129 0.184 0.230 0.181 。町2 0回I 0.349 -0国7 0.236 -0.010 0.1231 
(57) 
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表-3 一主主権成要素をもっ2室開の相関 ①壁材料を異にする場合
NoI 1 "'6 1id3 1 1id8 Nn 5 1 1<12 "'11 Nol No 9 1 "'1 Nnl ぬ16 Nnl3 1 NoIO il5 1 Nnl2 
聖肯スタ +-7 プラスタ + タ プラλタ チタ プラスター チ ク プラえター チー ク 肯スタ チタ プラスタ チタ プラスタ チク
時寄 本 寄 * カペ yト 市べ yト 寄 本 寄 本#べ7f カー ベ7ト車
'事
有 構 有 ，~ 有 ! 
事且 宣 盟 量 整 札 礼 乱 ，¥l 
却量彊した一一一ー 〈つろいだ -0.186 0.168 -0.109 0.120 0.073 -0.∞7 --0.299 -0.275 
1かたいー ーー ーー やわらかい -0.021 -0.069 -0.149 一0.137 。寸∞8 0.260 -0.415 0.038 
時 1')のあるー 一一ゅうたりした -0.201 -O.llO 0.059 0.081 -0.025 0.056 -0.270 -0.040 
10 角jl?t~一一一角蝿府3ある 0.022 0.089 一0.266 -0.054 -0.127 0.086 -0.245 -0.096 
2111 い』ー 一ー い -0.271 -0.018 -0.171 -0.159 -0.248 -0.1l6 -0.250 -0.208 
lター 叫一一 唱しみやすい 一0.029 -0.148 -0.017 0.098 -0.282 -0.262 -0.166 0.01l 
9 きらゥelt;-loとりした ー0.244 一0.129 0.017 -0.148 -0.204 0.022 -0.157 0.025 
13 人~工し的そJ・ヲ一一 自伽 -0.153 0.121 -0.221 -0.203 -0.200 -0.1l0 -0.003 -0.196 
却 な一一睡付汁 -0.015 -0.198 0.167 0.015 -0.041 0.157 0.352 0.016 
1 合型蜘一一一 書宜性冊的のあ主る 0.057 0.025 0.067 0.1l8 0.215 0.048 -0.041 -0.120 
21男性的な一一ー 一 0.028 0.097 -0.063 0.040 -0.010 -0.119 -0.039 0.106 
6H;獄川るー-iiらついた -0.120 -0.064 -0.126 0.078 0.011 0.049 -0.144 0.098 
お毛Fン~'-一一一樹怜 -0.072 -0.075 0.041 0.048 -0.087 0.134 -0.220 ← 0∞3 
E華やかな一一ー ー L.t:~1 -0.0喧8 ← 0.199 0.010 -0.106 一0.028 0.053 ← 0.122 -0.039 
319 鰍豊即敏船か松刻な主一ー一ー一ー 瞬目立怜川い
0.030 -0.058 一0.031 0.154 0.025 0.286 -0.315 0.128 
-0.143 一0.095 0.232 -0.080 一O曲2 0.128 0.035 -0.073 
2 うつまい、 -0.024 0.181 -0.115 0.2∞ 0.096 0.148 0.028 0.014 
? ! dh~'---船時世 -0.014 -0.195 oω4 0.085 0.015 0.273 0.052 。∞9
14広々 Lた一一一 二じんま ~lた 0.029 0.057 0.039 0.204 0.137 0.046 一0.094 0.194 
4開かれ1:-一一一四aれた -0.151 0.193 0.2∞ 0.274 0.230 0.254 0.276 0.222 
15明るい 一ー一一暗 い 0.1回 0.098 -0.126 0.212 0.142 -0.052 -0.127 -0.010 
275 単制品約な一一一一一--mE櫨tな
0.233 0.035 -0.232 0.067 -0.030 -0.033 -0.043 -0.128 
-0.051 0.194 0.139 0.264 0.075 0.108 0.097 0.082 
8寸っき'ilたーー にF特色 0.022 -0.026 0.017 0.217 0.245 0.0剖 0.170 0.096 
四慣に広がるよう主，上に神Vるよヲ官 -0.122 0.107 0.054 0.126 。ω3 0.070 0.016 0.021 
16バランえのとれた・アンバランスな -0.061 0.175 0.169 0.071 0.168 0.231 0.130 0.045 
国陸長蛇4き納す品るー 挫ー立Lt 。120 0.179 0.018 -0.108 0.255 0.013 0.212 -0.357 
12 る一一ー 一倒的な -0.1∞ -0.191 0.176 -0.132 0.121 0.171 0.234 0.039 
3 でこIlニした なめ均か主 -0.013 0.048 0.136 0.029 0.017 0.108 0.112 0.286 
お軍直前主 社空間企 。191 0.081 0.048 0.110 0.046 0.146 0.021 0.044 
18立踊竹一一一 有ー面的企 0.143 。 104 0.106 0.139 0師9 0.077 0.075 0.041 
樟骨評圃 0.182 0.268 0.076 。137 0.071 0.112 0.082 0.025 
表-3 ー呉織成要素をもっ2室開の相関 ②床材料を異にする場合
11 1 Nn 5 lo9 1 iol3 003 1 17 Iol 1 1<115 1>611>2 '1011'<110 So8 1 No4 1>16 1 l<ol2 
壁 プラスタ プラ19 プラぇタ プラスタ 4ト タ チー タ チ ータ チ 9 
床寄木かベ汁 寄4ドカ}向ト 寄本炉内ト 寄*カd 匂ト 寄'" 力目、ト 書本ト4汁 寄本 トベ汁 寄イト 命""'^"1ト
li' 有 高 理主 宅t " 有 宅色 無￥~U 担 品L 宜 乱 聾 乱 E 乱
:l) 1~世した一一一一 〈つろいだ 0.470 0.229 0.297 0.5ω 0.423 -0.168 0.123 0.077 
17かたいー 一ー一ー やわらかい 0.262 0.387 0.449 0.364 0.413 -0.040 0.138 -0.047 
2611!りのあるー 一一ゆ今た'JLた 0.435 0.331 0.462 0.429 0.379 0.296 0.056 0.246 
10角I!.，t一一角抽庫川る 0.106 0.298 0.479 0.369 0.445 -0.063 0.289 0.084 
白書t い一一一 い 0.329 0.353 0.420 0.427 0.398 0.223 0.475 0.135 
l クー ルなー 一一ー 掴Lみやすい 0.308 0.370 0.173 0.528 0.392 。明JO 0.239 0.104 
91 ~ '"è 比 一一 いとりした 0.423 0.386 0.425 0.511 0.360 0.293 0.381 0.361 
13 壇人冊智工盤L動的J的村y生φs ー一一一 自~M: 0.289 0.252 0.467 0.416 0.283 0.307 0.040 0.221 却 なー 一睡州刊 0.499 0.440 0.338 o 530 0.532 0.284 0.301 0.381 
lll~~-一一ー串輔のある 。179 0.091 0.229 0.447 0.400 0.012 0.373 0.270 
21 Mtr.l'i-一ー 封ー創生 0.275 。 195 0.474 0.392 0.308 0.395 0.369 0.354 
61，oI'A<のある一一ー 高九ついた 0.230 0.027 0.391 0.446 0.411 0.213 0.263 0.235 
25モタヰ一一一新怜 0.253 0.277 0.208 0.562 0.286 0.181 0.342 0.319 
由華やかな-一ー しよ目‘ 0.279 0.515 0.219 0.571 0.675 0.214 0.375 0.068 
319 蜘魅豊控1叫曲別宮な崎企一一一一一一一蜘目立たない、
0.383 0.10 0.469 0.064 0.157 -0.071 0.154 0.344 
0.435 0.047 0.203 0.409 0.203 0.383 0.365 0.267 
2 つつまLい 0.043 0.317 0.443 0.184 0.186 0.198 0.313 0.047 
7I M1i1r~~-- -幅削 0.079 0.286 0.363 0.425 0.147 0.209 0.399 0.505 
14広々 したーー一 二tん:HI.‘ 0.124 0.175 0.336 0.201 0.233 0.205 0023815 2 0.314 4即位一一 固まれた 0.404 0.351 0.305 0.518 0.474 0.242 0.357 
15 明るい一一一 暗量世に厚撞Eやtなかい
0.315 0.468 0.4ω 0.357 0.379 0.378 0.4幼 0.228 
 単総品長な 一一 0.513 0.319 0.305 0.518 0.474 0.168 0.091 0.168 
27 一一一 0.330 0.343 0.472 0.333 0.137 0.150 0.108 0.035 
8すっきt)U.ニーー な 0.290 0.215 0.231 0.281 0.134 0.083 0.441 0.407 
四慣に広がるよ i ~'- 上Jこ押びるよ ヲな 0.136 0.394 一0.052 0.342 0.433 0.354 0.280 0.315 
16パランえのtれた，アンパラン1な 0.338 0.202 0.192 0.399 0.13 0.429 0.412 0.450 
却時イ1<>あるーー 独立した 0.180 0.084 0.350 0.101 0.091 0.087 0.335 0.306 
12餓きする- -lI飢 0.392 0.197 0.298 0.261 0.264 0.243 0.325 0.164 
3 でよIfζした なめらかな 0.353 0.191 0.303 0.335 0.210 0.014 0.316 0.341 
お軍艦!J~' u宜的4 0.329 0.353 0.420 0.427 0.398 0.223 0.475 0.135 
18立倣竹一一一ー 平面的色 0.274 0.286 0.286 0.221 0.097 0.247 0.371 0.402 
~告評薗 0.423 0.404 0.23:1 0.411 0.499 0.245 0.429 0.403 
( 5s) 
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表-3 一一呉構成要素をもっ2室開の相関 ③窓の有・無
l< 1 1 sa 3 1，91 1il1 1:15 1 !， 7 地1311015 1o6 1 108 ぬ141 "'16 Sa2 1 1io4 も101Nol2 
聖 プラスター プラえタ プラぇタ ずラ'? Jら ク t タ 4トー タ 手- 7 
1<耳
ー
寄 ふ カー ベ yト 均ー ベ F ト )'f Aド 寄 " 均一ベrト カー ベ JトZ 有 ，. 有 舞 有 昼、 有 無 有 !I ~. 県 有 司監 膏 舞
軍具 聾 乱 置 a 聾 !l 聾 且
却聾唖Lt:-一一ー (つろいだ 0.405 0.182 0.375 0.332 0.577 0.045 0.21 0.353 
17叫い一一ー やわらかい 0.512 0.459 0.516 0.365 0.432 0.335 0.447 o 527 
261刊のあるー一-12.，/.:') l.た 0.448 0.384 0.580 0.272 0.454 0.124 0.154 0.395 
10角1:った一一一丸鼻'"ある 0.358 0.338 0.369 0.466 0.201 0.401 0.466 0.483 
24艶 い一一一ー 蝿 い 0.343 0.372 0.443 0.581 0.3剖 0.080 0.225 0.416 
117ー 叫一一一睡しみやすい 0.4伺 0.453 0.308 0.318 0.337 0.281 0.201 0.403 
9さらっtした一一 しっと'ILた 0.376 0.354 0.374 0.511 0.321 0.148 0.334 0.423 
日 a人t工し的そJi?-ー 一 自除な 0.214 0.353 0.456 0.282 0.379 0.309 0.234 0.356 
お なー一ー 唖ー事主性掛か動のモヲ含 0.445 0.578 0.639 0.621 0.586 0.278 0.305 0.372 
1111野}轡愉円主f，一一一ー ある 0.295 0.030 0.208 0.321 0.146 0.108 0.087 0.324 
211~'.I.'-ーーー な 0.429 0.301 0.488 0.147 0.397 0.182 0.171 0.360 
6措虫9うあるー 一躍らついた 0.344 0.358 0.345 0.493 0.517 0.216 0.072 0.021 
25モダシな一一一樹トな 0.283 0.340 0.350 0.502 0.341 -0.039 0.4師 0.298 
n 華やかな一一一ー -骨L酌品主、 0.457 0.512 0.488 0.572 0.474 0.033 0.347 0.202 
31 船主一一一 0.424 0.211 0.587 0.342 0.340 -0.072 0.2咽 0.254 
19 即豊鱒か刻酌なJな.一一一一一ー 目立止世い
0.422 0.253 0.337 0.303 0.270 0.233 0.346 0.185 
21!H--'>っSし 0.451 0.326 0.467 0.182 0.101 0.244 0.146 Q.109 
7 ー細切 0，308 0.357 0.394 0.279 0，222 0.468 0，382 0，132 
J4広々 したー 一一一こじん去りした 0，223 0，287 0，151 0，327 0，223 0，169 0，329 0，212 
4開b'hI:一一一四日た 0.054 0，329 0.305 0，066 0，327 0，144 0，048 -0，026 
15明るい一一ーー暗 い 0，388 ()，546 0.650 0，489 0，446 0.086 0.272 0.250 
5鰍な一一一郎檀瞳な 0，589 0，578 0，5∞ 0.433 0，449 ILOll 0.305 0.073 
27鞠，'.:一一ー な 0.2ω 0，270 0.365 0.316 0，240 0，309 0，327、 0，205 
8Ito~'1 したーにぎや的 0，3∞ 0，357 0.394 0.279 0.222 0.352 0.307 0.350 
n構に広がるよ1~:‘上に伸びるよヲな 0，224 0，304 0，186 o 153 0.335 0.132 0.178 0.141 
16パ予シスの!ttたー 7ンパランスft 0，147 0.251 0.299 0.507 0.280 0，125 0，312 0，277 
初暗牲のあるー独4立拘しtたs 0，092 0，169 0.368 0.311 0.149 0.218 0.171 0.360 
1211<最きするー ーー 0，441 0，246 0，397 0.325 0，312 0，346 。崎6 0.253 
3 でこIfこ Lたー-'，めら念白~ 0，254 0.142 0.395 0.050 0.415 0，195 0，359 0，284 
幻軍略的な一一一社吏的な 0，401 0，202 0.373 0.164 0.347 0，318 0，338 0.401 
18 立体的な 平面的な 0.207 0，116 0.342 0.207 0.353 0，066 0，235 0，021 
臆告語圏 0，48国 0，350 0，252 0.435 0.256 0，229 。113 0.41 
表-3 -y，~構成嬰素をもっ 2 室閣の相関 ④家只自己前を災にする場合
1io1 ぬ9 1>2111010 10 3 1 1>1 10 4 1 Nn12 so 5 1 No13 106 恥 14 加 11No15 尚 811io16
't プラス7 t 7 プラスタ チータ プラスター チ ク ブ?スター チタ
庫 寄 本 カペ.~ t 事 本 車ベ yト カベソト 寄 ネ カベγ} 書 本
軍 高 有 曹 ~ 革 高 揖 第
事具 !I I乱 聾|乱 E 乱 !.l__! 事 l乱 !.l I !l 聾 I!l !I I ~ 
却糊した一一 〈つらいだ 0.412 0.388 0，329 0，783 0，420 0.326 0，386 0，344 
17かたい一一一ー やわらかい 0.514 0，369 0，312 0，509 0.523 0.511 0，558 0，582 
26はりのめるー ーー かうた'1した 0，528 0，424 0，275 0，368 0.476 0.450 0，505 0，344 10 角110た一一一角~ある 0，396 0.316 。076 0.237 0.346 0.374 0，552 0，325 
24量 い一一一 蝿ー .' 0.355 0.473 0，356 0.231 0.395 0，435 0，461 0，326 
117ールな一一一皿しみやれー 0.593 0，326 0，565 0.536 0.529 0，362 0，544 0，442 
91 ~らっ !lt.二一一しうと 'JLた 0，439 0，462 0.402 0，437 0，314 0.440 0.510 0，347 
131m切ー一一 自舟な 0.309 0.242 0.330 0.232 0.334 0，345 0.366 0.295 
昂草しそう弘、一一曙串宜性Wb的そ3あ立?な 0，544 0.554 0.621 0，611 0，535 。日)() 0.608 0.431 
JI合現場1型的初世一一一 る 0.463 0，270 0.256 。192 0.325 0.289 0，478 0，367 
21 一一一 0，319 0.222 0.343 0，190 0.312 0.254 0.343 0.186 
‘苗'N>M一一 晶、勺いた 0，528 0，364 0，240 0.159 0，318 0，242 0，270 0.349 
25をダ功一一一樹トむ 0.276 0，418 0.553 0，219 0.347 0，188 0，379 0.276 
2 鈎華や均か生な一一一司 しよい 0，421 0，544 0.608 0，311 0.490 0.227 0，498 0.471 
319l 量E位1N鯵創守J生-.一ー 一-一 鰍目立阿た古ない
0，227 0，251 0，314 0，027 0.033 Q.I88 0，225 0.344 
0.185 0，351 0，210 0.125 0，234 0.313 0，366 0，166 
2 つつまい、 0，394 0，298 0，193 0，285 0，230 0.158 0，464 0.252 
71_'---智内な 0，202 0，059 0.185 0，086 0.336 0.300 0，409 0.202 
14広々 Lた一一一 ニじんtりした 0，340 0，398 。‘232 0，196 0，367 0，311 0，329 0，281 
4聞かれた一 一郎暗れた 0.505 0.476 0.142 0.225 0，445 0.397 0，382 0.315 
15明るい一一 ぃ 0，686 0，462 0.601 0.477 0，532 0.533 0，351 0，441 
5柑約一一一重慣取植な 0.576 0，653 0，650 0.521 0，596 0.518 0.523 0，530 
訂単純むー~ーーー 0，320 0.095 0.241 0，171 0.183 0-480 O. 1~5 0，079 
8 すっ ~?したーーに草や.ð.~. 0，088 0.065 0.275 0，017 0，183 0.140 。倒9 。∞6
泊檀↓二広がるよ?な・上に神びるよう古 0.278 0.254 0，286 0，385 0，3臼 0，176 0，339 0.238 
16パヲシ''tltた.アンバランえな 0，346 0.224 0，136 0，042 0，063 0.251 0，355 0.108 
鈎侍性のあるー怯立した -0，013 0，313 0，152 Q，n3 0，149 0.296 0.160 -0，038 
12蹴与する一一-_.納世 0，354 0.124 0.256 0.201 0.155 0，318 0.551 0，243 
3でこIfこした 古ーめらかE 0，074 0.098 0，1;2 0，193 。119 0，222 0，3制 0.115 
23軍高的唱一一一社主防 0.235 0，213 0，424 0，324 0，330 0，340 0，114 0，195 
18立体的な 乎面拘な 0，016 。担 0.052 0，291 0，176 0，252 0，211 0.218 
睡骨評価 0，545 0，354 0.337 0.499 0，398 0.337 0，383 0，3臼
( 59) 
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表-4 i扇 回帰係数
地 l 10 2 10 3 10 1 10 5 ln 6 10 7 10 8 10 9 地 10 10 1 ぬ 12 陣。 13 Iill 11015 11016 
壁プラスタ チ 711ラスタ チ 711ラス7 チ クブヲス7 チ 7プ?スF チ クプラスタ チ クプラスタ チ タプラスタ チ 7 
庫寄 本カーも，ト寄 本カ-""-"1ト カー ペッ}寄 木カ〕くット寄 本書 本カーペット寄 木カー ペット カーベγト膏 木カー ペット寄 本
E 有 有 揖 情 有 有
家具 軍 E 壷 聾 畳 葺
定 置 明 十 0，曲目 3剖目崎 0，酪鈍 2，119 。耳時 1.150 
3OIHU:一一ー (つ恥叱 0，31!A 0出76 0，3192 0，目47
17かわ‘ー 一一ーやわ柿削
甜 l刊のある一- ~勺たリした
10角lわた一一_ Mまのある
21劃 いー 一一 蝿 い -0，1810 0.1891 
Iクールなー一一揖Lみやすい -0国E -0，描10
9きらヲtu:一一 L勺t')u: 0ー，15盟
13 人工的~ーーーー 自需主
語 草しそ?な一一暗かれ主
日 告男型俗航加一一ー 事世世俸の均あ~る -0，19掴
21 一一一 -0，2177 
6活:l¥のある一一-iI九ついた
お毛ダヰー一-:f;I怜 -0，145 0，15市
担華やかな一一ー し品白 。“日
319 蜘魅量カ力恰的市ト一一一一ー 棟目立内昨たい、 0，4111 0，1916 0，2師 。耳目崎
2 つつましい 0，2157 
7敏嗣附一一ー量的な
14広々 U:ーーー こじん1')U: 
4鴨川たーー 閉咽まれた -0，101 
15明るい一一一一 い -0目団
5脳約一一一ー 重慢車瞳世
目単純主←ー ー も 0，2145 
日間したー にぎ制 -0，即日
帽に広がるよi，.，上に伸びるよう企
16パランZのとれた 7ンバランス主 0，239同 0担訂 0，2池田 0，1622 0，311 。1河
国語断一続牲のすあるー 独ー立した
12 ト一一的似 。，1538 0，2冊 。回目
3でこIこu:-ー古めらかな -0，16田
n軍基的な 世宜的4 0，1拙
18立体的主一一平面飢
(鋭いー鈍い)という尺度を中心としたグループであり，
重回帰分析の結果，頻度高〈残うている尺度とも一致し
ている。即ち緊張したーくつろいだ，鋭いー鈍いという
尺度で目的変数を説明できる。
Bは(活気のあるー落ちついた)(モダンなー素朴な)
(華やかなーしぶい)(動的なー静的な)(魅力的な一 目
立たない)を中心としたグループで重回帰分析の結果，
魅力的な一目立たない. という尺度を中心に残っている
が，まず本来の視覚的デザイン中心の評価を表わす尺度
と考えて妥当だといえる。
Cは. (広々としたー こじんまりした)(聞かれた一回
まれた)(明るい一日青い)を中心とした空間の憐成のきれ
方を示すグループである。重回帰分析の結果は.複雑な
ー単純な，明るい一時い.聞かれたー閉まれた.すっき
りしたーにぎやかな等にわかれてパラパラに出ている。
これは尺度の内部相関の影響であり，独立性の高い適切
な尺度がなかったためと言える。
D は. (バランスのとれたーアンバランスな)(統一性
のあるー独立した)を中心にした調和を示すグループと
いえるが，ここではバランスのとれたーアンバランスな
が震回帰分析結果と一致している。
車
E 
3，15凶
。担18
-0，3101 
-0，21ω 
。国12
-0，30祖
。担謂
(60) 
里 有 有 畢 畢 有 有 !I ! 
監 乱 乱 乱 乱 且 乱 品 乱
l鈎曲 l“目 0.4744 1.9515 3，1470 2包41 2，6829 l田町 4.43担
0，3421 。部'11 。ぉ56 0，2170 
0，1)担 0，431 。訂01 。却95
-0，3016 -0，2256 
-0，269 -0，2482 0，1941 -0田町 -0，2177 -0拍叩
-0，18盟 -O，23iX> 
0，羽田 -0，1976 
→0.12且 -0，1698 
-0，25幻 -0，164目。
0ー，1369
-0，35盟
。訂4.'! 0，2284 0，1591 
。面白 0，2111 
0，2101 0，259時
0，2157 
。即日
仏国日 -0，2253 
0，1321 
。1514
0，耳位 0，2466 0，20 。詣冗 。却耳 0，1721 
0，31国
。羽田
-O，22a -0呂田
0，2161 
重回帰分析の給来残った尺度中，比較的頻度の寓い尺
度(即ち緊張したーくつろいだ，鋭いー鈍い， 魅力的な
一 目立たなド，バランスのとれたーアンバランスな)は
16~長各室に共通して総合評価に重要なつながりをもっ尺
Jt.であることが判明した。 しかし cグループをあらわ
す尺度は非常に分散しており，適切な尺度が存在しない
ことを示している。
意図帰分析の説明変数てーは尺度問の独立性が強〈求め
られ，わずかな，尺度問の相互相関も目的変数との関係
を大きく支配していた。又，心理量を把握するためにこ
の実験で用いた形容詞尺度は，霊回帰分析にI:l:不適切で
あり，今後もっと明確な尺度を適用する必要がある。
総合評価にかかわる尺度の概要はここで得られたが，
空間各部構成要素と総合評価の関係を直接的に検討する
ことは困難であった。そのため次項で因子分析によりこ
の実験結*・を再度考察してみた。
4 .因子分析による考察
4. 1.各室のイメージ因子
説明変数として用いた31例の尺皮相互間の関係を知る
ために各室毎に肉子分析を行った。主空間のイメージ因
北浦・中村:室内におけるやここちよさ。 の評価 - 147-
表-5 偏相関係数
胤 i Iil 2 Iil 3 Iil 4 同.5 No 6 1:1 1 Iil g Iil 9 ぬ 10 ぬ 1 ぬ 12 No日 1:114 No 15 No 16 
壁プラスタ チ 7プラスター チ 7 プラスタ チ ー 7 マラ~1- l t タプラスタ チ 7 プラスF チ タプラスタ チ タプラスタ チ 7 
昨書 本市}ミ叶 寄 本均一ぺγト カー ペット 書 本方d もノト 寄 '"寄 本カー"('1ト書 木市一ぺァト 均一ぺyト書本 カーぺyト書 4 
E 事 有 ~ 自眠 有 有
軍鼻 聾 E E 聾 聾 聾
:IJ聾量u.二ー 一一 〈つろいだ 0.4298 t耳鳴 0.3643 0耳目
17かたいー一一ーやbらかい
26はりのあるー ー ゆ勺，，~した
10角I!叫一一 角伽M
2111 いーーー蝿 い -0.2121 0.211 
l クールなー ーーー 唱しみやれ・ -0担17 ー O. ~4曲
91 ~ち吋したーしっ t'1 L" -0.21日
13人工的な一一一 自~な
甜誰しそうな一一 睡かそう世
日告再智勧怜切一一一 舗のある -0却81
21 一一- ~憎切 -0.2954 
6措荒川る一一品ちついた
25そダ.，t，一一ー 章L特品な、 -0出41 0田41
担 事付章一一一 0.5135 
31鮒%一一一蜘目立7た6 
19111.酌Cー ー ない 0日81 0.23世 。田10 。日13
2 豊韓か倒的なな一一一一一 つつtい、 。担革71~~'-- -働切
1 広々 したー一一二tんSりした
4聞か仇た ーー ー 固まれた -0.2311 
15明るい一一ーー暗 い -0.26町
5械な一一一 観慣. 音t 
目単純~'-一一一 。甜位
8 す令~~Lたー に害やかな -0由国
鈎構に広がるよ?な上に押Vるよ?主
16パラ;-xのt九止 アンパ予ンスな 0.31曲 0.4701 0.3189 。担割 0.4目 0.2133 
却 暗4蜘"るー独立Lた
121&施与する・ー 倒ー的世 0.24世 。訂担 。担位
3でこ1こした ーー なめらか生 -0却96
お草商問I~' 杜車問主 O.剖回
18 立鮒~'-一平面断
置問問埠誼 0.111 0百% 。国51 0.61臼 。押!IJ 0.6911 
控走蝿量 。田明 0位置 0.47国 0.4696 。師団 0.4781 
子はこれら 16室に共通に存在する因子だと~えられる。
各室毎の笑験結果をもとに， 主成分分析法のヤコビ法を
用いて因子分析を行った。計算は市大計算センタ-FAC
OME 270/30を用いた。各室における因子の数を図-
3に示す。16室の因千数は13倒から最大20個 と差はあっ
たが，図からも明らかなように谷因子の寄与は第 B肉子
までに平均92%含まれており .重要な因子は第8因子ま
でにほぼ出尽しているといえる。
そこで，各室の大きい因子から 8番目までの因子を有
効なものとして残し，段も因子のまとまりのよいように
因子軌を回転させた。軸の回転はオ 4 ソマックス法(カ
イザーの解法)による。その結果から因子負荷量 0.4以
上を有する尺度を」号察し，尺度のま とま りから16室聞に
共通な因子を求めた。給'*を図-4に示す。 16室間に共
通な大きな悶-(-は 4倒存在した。
A図寸こは， (緊張した くー つろいだ)(かたいーやわら
かい)(はりのあ るー ゆったりした)(角ばった一丸昧の
ある )(鋭い-j船、)と いう尺度を中心にしたまとまりで，
内部杢聞の質感につながる心珂ーなを表わしており紫材感
の因 fと解釈した。
B因子の. (活気のあるー落ちついた)(モダンなー索
揖
E 
0.38“ 
-0.>1百
-0.2545 
O.剖45
-0担51
。却却
0.1011 
0.4919 
(61 ) 
ー
高 ~ 
ー
鯉 有 有 '堅 '‘ 量 乱 乱 乱 乱 乱 乱 且 乱
。措日 0.>1“ 0.36詑 0.2514 
0.24国 O.lJn 0.J09I! 。耳目
-0.>135 -0剖回
-0品43 -0.2103 D指曲 -0回国 。部45 ←0.3941 
0.2396 -0.)2田
O.却39 -0.23回
-0日>1 -0.24日
-0.3015 -0.即時
-0自国
-0高田
。訂71 。町日 0.2215 
。白羽 0.3107 
。I訂幻 。担目
。園町
。盟問
。担48 -0.2111 
。.210
。却12
0.3抑2 0.>11 0.JOZ2 。叫tlI 。担19 O.23tl1 
0.40“ 
0.3125 
-0.1159 -0.3128 
-0訂45 0封印
。団指 。日9 0.1126 。曲師 0.1112 0.1140 。百&l 。田町 。日89
0.4214 0.31冊 。田市 0.4631 。同血 。剖蝿 0.512 0.40日 。31副 l
朴な)(華やかなーしぶい)の尺度を中心にまとまった視
覚的なデザインを表わす因子である。
文. (広々としたー こじんまりした)(聞かれたー閉ま
袋一6 尺度聞の相関の頻度
他のR置と関割 同ー 邸内め 砕世刊初
わっている R瞳E闇軒わ告っ R置と蝿めっ
ぷnλ ている ている割告
宮間したーーー〈つろいだ 0.1419 0.1146 0.0お3
かたい 一一一一ーやわらかh‘ 。1500 0.161 。ω33
li?のある一一 ゆったqした 0.1313 O. II~ 0.01胆
角姐ばいった 一一一 丸蝿Fいまのある 0.1104 O.I()) 0.0101 
0.0日刻。 。倒1 。α耳目
A ター ルなー 一一ー ー 離しみやすい 0.09旬 。岨33 0.0146 
H 吋した一一 Lヲ刊した O.回開 。ω15 。ω13
人工的な一一一ー自黙な 0曲13 0.0弱3 0.0250 
合嘩理し的そう聖一一一 曜かそヲな 0田19 0.01司 0.0125 
世一一一ー 最女性帽的のあ苦る 。国25 。艇溺 。置~2
男件'.Im-一一 O.~閥 0.0146 。α兎3
措置のある 落膏し朴ぶらついないた 。正154 0.0188 0.0161 
司，1'二;;!t-一一年一 。ω92 0.0146 0.0146 
車令かな一一一一 O .O~拘 0.0146 0.0101 
B 蜘切ーーー一一 静目的立な 0.0161 0.0125 0.1凪2
魅力的な一一一ー とない 。冊25 0.0:瑚 O.倒1
惟哩か桐主 一ー一一一 つつましい 0.0ね3 0ぼl3 0.0250 
的なー一一一一'l9'Jな 0.0211 0.0101 0.0161 
広々 した こじんま9した 0.0訂5 。ω13 。似~3
聞かれた一一一ー 閤tれた 0，侭75 0，0釦8 0，0167 
明るい一一一一暗い 0.03¥謁 0.0146 0.0250 
C 船長な一一一一 重同車種な 。刷79 0.0161 O.ω13 
単純な一一ー ーー な 0.0泊2 0.0125 0.0161 
t?~?Lたーー にぎや村 。ω13 0.0125 0.01朗
構に広がるよ ヲをー 上に伸Vるような 0.0161 0低泡3 。氏泡3
パランスのとれた申アンバランスな 0匝除3 0.0104 0.0250 
D 抗ー 性のめる一一独立した 。出1 0.0188 0.0229 
長蛇きする一一一一時的な 0国お 0.0耳4 0.0町I
でニI?よしとー ーー なめらかな 0.0292 - 0.0泊2事庭的生一一一一ー 社主(J'](t 0.0188 0.0I1i 立体的な 干面~J~ 0.0146 」三三 0.0146 
- 148ー 住
れた)(明るし「日音い)(軽快な一重厚な)(複雑なー単純
な)という尺度は明らかに空間の開放性や空間自体の状
態を表わしており， c因子は空間構成にかかわる因子だ
と解釈出来る。
最後のD因子は(バランスのとれたーアンバランスな
(統一性のあるー独立した) (長続きする一一時的な)
という尺j支に集中しており，空間内部のつりあい，調和
を表わすものと:官、味づけられる。
以上16室に共通する 4因子の他には図に示されている
ような 3つの尺度が残ったが，これらは負荷量も少なく
共通した独立性も認められなかったので4因子からは一
応除外して考えた。
因子分析の結果，室内の総合評価を構成する16室すべ
てについての要因は，素材感 ・視覚的デザイン ・空問機
成・誠手口の4つの因子で表わされることが判明した。次
居
?
7 
~ ." 車 伝省R子F，93fトヨ・"'> 餌辺住 で8掛内子骨 揮 8 dTl厨凸T、子 .. ..・で まn，す るlIIJ
"'" 
14.127 12.541 岨 77%
2 I 15守740 13.982 88.83 
3 r 15.251 14.100 92.46 
-4 I 14.685 13.657 93.00 
5 I 14.633 14.113 96.45 
6 I 15.532 13.387 86.19 
7 I 15.676 13.491 86.06 
8 I 15.408 14.667 95.19 
9 I 15.561 14.436 92.77 
10 I 14.591 13.647 93.53 
11 I 15.648 14.069 89.91 
12 I 15.438 14.362 93.03 
13 I 15.960 14.717 92.21 
14 I 15.601 14.298 91.65ヰ，，
15 I 15.706 14.628 93守 1491.8 
16 I 15.139 14.442 95.40 ヲ~
6 
20 
自5
子目、
列 4-1、
の
雪3
の
和 2
。 二~一時-
5 
抽出因子の数
図-3
8 10 15 
各室における因子数
にこれらの因子と物理的な空間各部とのつながりについ
て検討した。
O.Hl上の且曹のもののみを不す
図-4 各室毎の因子分折結果
表-7 各室の 4因チの分散率
単%位 Nnl Nn2 No.3 N¥l4 Nn 5 Nn6 Na 7 Nn 8 No.9 NnlO Nn11 NnlZ 胤 13 Nnl4 No.15 Nnl6 因介計FB% lj 
A 23.'1 21.3 25.4 36.8 23.6 30.0 (30.7) 34.5 31.4 19.7 24.0 39.9 33.9 34.7 24.3 ~ 403.2 
B 22.7 (10.1 ) 23.4 ( 8.7) ~ ~ ~ (12.8) 20.2 (17.9) (10.6) 20.6 (15.7) ~ 21.5 (17.9) 108.4 
C 20.6 (12.3) ~ 14.5 26.5 15.9 ~ 17.0 17.3 ~ (14.4) (11ヲ) 17.0 15.0 (116085 } 25.5 185.8 
D 9.2 17.1 12.4 8.8 ~ 16.1 15.4 7.9 (15.7) 25.4 11. 7 下¥ 4.8 14 .0 7.4 9.2 159.6 ( 5.3) 
宝月1)
78.2 38.4 61.2 ω l 50.1 52.0 15.4 59.4 68.5 45.1 35.7 60.5 55.7 63.7 93.7 33.1 dnA% u'J， L 857.0 
(22.4) ( 8.7) (30.7) (12.8) (15.7) (17.9) (25 0) (11.9) (15.7) (16.2) (19.5) 
( ) 知似の因子
(62) 
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E主 床 窓 家具
:容 家具 壁 床 窓、
畢 | 聾
39.6150.9 49.1 49.4154.3 45.7154.6 45.4 
図-5 空間勝成要素別分散率比と因子数
4. 2 共通因子と空間構成要素との関係
16室についてのA-Dまでの 4関子の分散率を表-7
に示す。又. A-Dの各国子について空間織成要素別に
因千数との関係を求めたのが図- 5である。但L.空間l
構成要索別分散本比 (%)= (空fHl織成要素別l司因子の
分散率の合計/附図チの分散率の会合計) Xl00とする。
J号室.の分散E容の合計からみた 4つの因子の大きさの;'IJ
合はA因子47.0%. C凶チ21.7%. D凶千18.6%， B閃
子12.6%の順となっている。索材感を-Jk.わすA凶チI:t.JI止
も大きく総介評価と強〈結びついていて，壁 .J未 ・25.・
家具のいずれの織成空要素ともほとんどの部尾でこの閃イ
と深いかかわりをもっている。 B困子は況覚的デザイン
特性にかかわる因壬で，特に人目につきやすさ等が指tま
になっていると与えられる。 4肉 (11'最も小さな因子で
あるが.壁材料の影宇中は顕著に出ている。床材料.:容の
有無についてもこの困 fとのつながリが見られる。
空/H汁t助成を表わすC因子と，調和やまとまりを表わす
D国 (1まはほ同じ花!交の大きさをもっている。 床材料や
窓、の有無についてC因子とのかかわりが見られる。 D悶
Ht.壁材料と関係している 。 家!;:~円Giri は|吋 ーの ものを泣
き換えて実験したが，十~型宅内におけるそれらのがf[- . 
テープル ・サイドテーブルの門己流の差は視党的にほとん
ど強刊、;iZT31をむたらさなかった。そのため凶 fとのつな
がりが判明し灘かったが， 1刻初を表わすD閃 fや視覚的
(63) 
デザインを表わすB囚チにわずかにその影響がみられる。
図チ分析の結占~，部屋の総合評価について噌材料1;1.人
間の筏党的な而を中心に影響を与え.床材料は空間的な
Jよがりやその手囲気を決定する要因として働いているこ
とを示していた。窓、の有無も空間iのまとまりのー嬰l週と
してとらえられていた。
5 .まとめ
部屋の総合評価にかかわる姿閃を心理的物理的尺j主か
ら求め，そこに関i'J!を見い出そうとしたが，刷いた)-.!J支
上の問題で重回帰分析のみでは解決出来ず，結J収;的には
因チ分析をも併闘することになった。
その結栄，総合;iij'fl町にかかわる 4つの大きな指燃が見
L、lHされた。これは屯回帰分析と閃子分析の結*とが，
1.1.ぽー主主している。故終的には素材!謀、税党的デザイン
空間構成，調和という苛菜において集約される;むI!;¥、大:1主
である。これらの指線と ~U1J各部構成要素という物JIl!尺
l支の関係については前述したが，-i'fIl充分哀{ナけしがた
い点もある。だが総合評価に関する 2室崎 (一つめ異
なる要素をもっ)の+11共iからむI"J様のことが結論づけら
‘， 2 1 れる。しかし、頬似の研究明Theassesment of ro-om 
friendliness" の研究結果とは結論を !I~にしている部分
がある。この研究では，家只配置，天井の形，ZEがroom
friendlinessに大きくかかわる茨紫であリ ‘主島1}，fi築
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科学生，心理学科学生によって影響順位は巽なると結論
づけられている。 、Theassesment of ~~"の具体的
な実験は室内錨写の絵を中心に行われたもので，家具を
使っている人間のシルエットも箔き込まれていたため，
示された絵の中に人間関係が強〈反映されていたといえ
よう。そういった点からこの実験では家具配置は配置そ
のものよりも人間関係を象徴しており，結来的にはそれ
が室のfriendlinessに大きくかかわる要因と見倣された
のであろう 。家具配置のみであれば，それが間接的にそ
こで行われる人間関係を表現しているとしても物理的な
空間情成要素と しては部屋の総合評価にそれほど強〈働
〈要因とはなり難いと我々の実験結果をみても言える。
天井の形に関しては模型室の作製上，多くの問題を含
んでいたので我々の実験ではとりあげなかったので検討
の対照にはならないが.今後の課題のーっとして注目し
た"，しかし，天井をー構成要素と してとり上げるなら
ば，床面積との関係における高き，形状，勾配角度等の
複雑な要素をもそれぞれ検討する必要がある。
:容に関しては我々の行った実験ではその有無の影響の
みを目的としたが，この実験ではある特殊な 2つのデザ
インの窓の差のみを扱っており比較の対照とはなり難い
又我々の実験においても，窓、の位置が被験者の正面の壁
に配きれず側面の墜に設けられていたので，結果的には
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実際の室内での影響より弱くなってあらわれている。
窓に関しては.方位，数，関口面積窓台までのZ35き，
l洞口方式などの要素に分析して今後検討する必要がある。
、Theassesment of ~~"の笑験では純粋に物理的な
建築空間よりもむしろ人聞の生活が進行 している空間を
扱っている。従って心理的にはその空間内における人間
関係のみが最f重点的に捉えられ，それが建築空間上の家
具配置という形をとってあらわれている。人間生活と建
築空間を同時にとりあげれば生活の方に視点が向けられ
るのは当然、といえよう。住環境としての建築空間をとり
あげるには空閣の物理的要因とその結果議成される人間
の心理量に重点をおいて考察する必要がある。
本研究では物理的な要因に対する追求が少なく間接的
であり，明確に結論付けられなかったのが弱点である。
今後総合評価にかかわる聖書因を空間の個々の物理的要素
に直接的に結びつけるような方法論を用いて再度この問
題を追求したい。具体的には，数量化しやすい尺度の採
用を再検討することによって，今回の実験結果を基礎に，
重図帰分析により空間の総合評価にかかわる要因を見い
出しその関係を数量的に捉えたい。
終りに，この実験をいっし ょに行った，阪本知i掌チ ・
吉田敦子 ・井上美樹子の 3名の名前を連記しておく 。
位 記
設 1)床と壁のtextur対比に関する研究(その 2); 
北浦かはる・浅聖?信子，日本建築学会大会学術
講演梗概集S.48.10. 
註 2)Architectural psychology; RIBA， 1970句
Roger M. Wools. 
